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合併五周年記念大事業
広域簡易水逍計画まこまる
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渡船特別会計

科 目予兵額決詳

1 委託金 608、8()0!. 508ヽ

合計 608、80CO

歳入歳出差引残金なし

3
 歳
入

'--;»五マ1祠9^‘

第一
1 
一般会計

牧入及び支」出，の概況
自 I旧和34年4月 1 日 至仝年9月30日における1l!1和34年度予算総額34、488ヽ①0円に対する執行の状況は次の通りである。

区 分 当期分 前期分 計 予算に対する率 備 考

＿＿竺＿入額 21心4,OO5旦— _ 21`644、 005円 6 2 、 4 7 
支出額 16,830ヽ461 15 、 830 、 461 I.  6 、 9 0 

•一―- --差引残高
6,713、654 I I 6 、 713,654

- - ------

牧入の今部

科 目 予箕顔 牧入命令額 牧入済額 牧入末済額ー予算額に対立る牧~_J主坐ー仰 為
ー一 _ 増―-'—-一ー減 ---:ｷ - ''. ' 

1 村 竺＿ 15ヽ730ヽ 000円 16寸 91 ヽ 140 10、 294`404 5ヽ896ヽ7竺- -/-- -. -- I ー竺35ヽ596 _ __---
2 地万交付税 12̀260̀OOO 、 10ヽ 611 、()CXl 10 611̀OOO 1 、 649 、 OOO _ __ _ C以下次号］

ワ v
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